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山元町教育委員会では、主に次の内容に取り組みました。 

①「保幼小中による懇話会」の開催 

② 保育所（または幼稚園）と小学校を会場とした「相互参観」 

③ 幼保小連携担当者会によるスタートカリキュラムの作成 

今後の幼保小連携の充実に前向きに取り組んでいく意欲を高め、今後の活動への見通しを

もつことができました。 

令和３年度に計画を立て、令和４年度からスタートカリキュラムの作成に取り組み始めた

ばかりです。 

町内４つの小学校からの担当者で構成する「幼保小連携担当者会」を組織し、各学校の

年度当初の実際の指導をもとにしながらスタートカリキュラム案を作成していきました。 

その際に、「宮城県版 保幼小接続期カリキュラムの実践に向けて〈資料編〉令和４年

３月改訂」と先進校の実践例を参考にさせていただきました。 

無理なく少しずつできるところから作っていきたいと考えています。 

 今回作成した「山元町立小学校 スタートカリキュラム（案）」は、各学校で活用して

みて、修正や追加など内容の検討を継続することが大切であると考えています。各学校の

創意工夫により途中で変更を加えていくこともあって構いません。 

初めて１年生の担任となった先生でも、見通しをもって接続期の指導に当たることがで

きればと思います。 

 

 

 

保幼小の連携・接続のためにどんなことに取り組みましたか？ 

取組の成果はいかがですか？ 

保幼小接続期カリキュラムの作成に、いつから取り組んでいますか？ 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

保幼小中による懇話会の取組    P46 
保幼小相互の保育・授業参観の取組 P47 
山元町版スタートカリキュラム   P48～ 
 

８ 県内の取組紹介④ 

https://2.bp.blogspot.com/-LoPwcsgNHpY/WASJRIyrEtI/AAAAAAAA_B4/nYyIB1PE_9Uu9RP2tcv4Hdd-FCkM34RRgCLcB/s800/pose_douzo_annai_businessman.png


46 

 

山元町幼保小連携担当者会の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度第 2 回山元町幼保小連携担当者会に、在町の幼稚園、認定こども園、保育所の担

当者の出席を依頼し、講話の時間を設定しました。幼児教育アドバイザーである山元町立坂元小

学校の校長先生を講師として、幼保小の連携について研修をしました。「幼稚園・保育所は自由遊

びがあり、午睡がある。小学校は時間を設定し生活している。そこに戸惑いが生じる。連携、つま

り日頃からの関係作りが必要。接続とはカリキュラム作りのこと」と、貴重なお話をいただきまし

た。 

 

「幼保は小学校の先取

りをするのではない。幼

稚園・保育所のねらいに

基づいた活動をするが、

小学校でやるようなこ

とができているのであ

れば、さらに伸ばす計画

が必要である」との言葉

が参考になりました。 

「自分の言葉で自分の

ことを伝える。そのた

めには聞くことが大

事。聞くことでよい関

係性が築ける」との言

葉が印象的でした。よ

き Advocatorであり

たいと思いました。 

参加者の感想 
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保幼小相互の保育・授業参観の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山元町幼保小連携 相互参観の実施について 

 

１ 開催日時及び参加対象 

 会場 日時 参加対象 

① 山下小学校 令和７年７月 ３日（木） 幼稚園・保育所職員 

② つばめの杜保育所 令和７年７月３１日（木） 

＊前日の津波警報発令で中止 

小学校職員 

 

２ 内容 

  （１）授業参観･･･国語「こんなことしたよ」（作文の学習） 

  （２）情報交換 

 「連携を深めるためには実際に保育・授業を見合うことが大切」との考えから、相互参観を

実施しています。 

 短時間の懇談ですが、授業参観、感想、情報交換等で交流を深めることができています。 

在籍していた園児

が、どのように小学

校生活を送っている

のかを参観すること

ができた。実態は児

童によって様々だ

が、落ち着いている

児童の様子を見るこ

とができた。 

幼保ではにぎやかに過ご

していたが、今は落ち着き、

成長が感じられた。 

一人一人の成長のよう

すを見ることができた。

また、就学前・就学後の発

達段階の違いを確認する

ことができた。 

落ち着いて過ごし、離席す

ることもなく行動することが

できている。担任の話、説明

を聞いてから行動に移すこと

ができている。 

個々の各課題に対して、ど

のような指導をしていたのか

お伺いしたい。保護者との連

携をどのようにとっていたの

かお伺いしたい。 

入学後の数か月の子供たちの姿を参観し、どのように指導しているのかを互いに確認す

ることで、幼保と小学校の引継ぎや連携（学習指導）をスムーズに行うことができるよう

になりました。子供たちへの声掛け、心の準備もさせることができました。 

小学校担任より 幼保の職員より 
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山元町版スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 週案形式で、１～４週目まで作成しています。３つのカリキュラム作成の視点（生活をつな

ぐ・人をつなぐ・学びをつなぐ）により色分けしています。 

週ごとに、その時期の配慮事項を記載しています。 
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 山元町版スタートカリキュラムの作成の実際 ＊令和 4 年度資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 4 年度にスタートカリキュラムの資料収集を始めました。 

令和５年度から、指導略案の作成を始めました。令和 6年度、7 年度と略案を追加作成し、

内容の充実を図っています。 

 

令和 7年度は、年３回、幼保小連携担当者会を開催しました。各小学校から１年担任や教務

主任、校長が集まり、スタートカリキュラムの作成だけでなく、各校の１年生の様子について、

情報交換を行っています。 

第１回は、各校での入学当初

の指導記録の提出と活動項目の

書き出しを行うことを確認しま

した。 

第２回は、持ち寄った各校の指

導記録から特色ある活動項目等

について話し合いました。 

集まった活動項目をもとに事

務局が町標準案（原案）を作成し、

各小学校へ送付しました。 

第３回では、小学校だけでなく

町内保育所・幼稚園からも標準案

（原案）への意見をもらい、修正・

検討を加えました。 

第４回で、スタートカリキュラ

ム案の原稿を最終確認しました。 
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山元町版スタートカリキュラムの作成の実際 その２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各担当者の実践をもとにしており、各校での指導の参考になればと考えています。 


